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　ＮＴＮ株式会社から

超小型モビリティ５台

の無償貸与を受け、一

般道での実証事業を開

始しました。

　この超小型モビリテ

ィは、現在は市販され

ていない車両ですが、

国土交通省から認定を受け、運行エリアを限定して

試験的に走行しているものです。

　現在は市や協議会参画者が業務用車両として活用

していますが、観光モデルコースを策定するなど、

観光客による利用も検討しています。

　「ええやんか！マイバッグ（レジ袋有料化）検討会」

から、レジ袋有料化による収益金の一部を寄付して

いただき、超小型モビリ

ティ「コムス」を４台導

入しました。

　この車両は、多くの市

民や観光客に見ていただ

けるよう、公益社団法人

伊勢市観光協会で活用し

ていただいており、今後、

市内観光への活用などを

検討していくこととして

います。

ＮＴＮ

コムス

ＮＴＮ㈱貸与車両による実証事業 トヨタ車体「コムス」を運用

　協議会では、２種類の超小型

モビリティ（いずれも電気自動

車）を導入し、今年10月から市
内での走行を始めました。

超小型モビリティ：軽自動車よりコンパクトで、環境性能に優れた
１～２人乗り程度の車両

超小型モビリティを導入
10月から

　市では、平成24年12月に「伊勢市地球温暖化防止実行計画」

を策定し、市域全体での温室効果ガスの削減を進めています。

　この実行計画の運輸部門での取り組みの一つとして、県の支援

を受けて設立・運営している「電気自動車等を活用した伊勢市低

炭素社会創造協議会」では、行動計画「おかげさまAction !」を定め、

協議会の参画者が協力し、伊勢ならではの低炭素社会の創造に向

けたさまざまな取り組みを進めています。

協議会シンボルマーク

おかげさまA
ア ク シ ョ ン

ction!
環境課（☎㉑５５４０）

●シンボルマーク、充電施設ピクトグラム（絵文字）
の選定

●電気自動車バスの導入
●市の公用車への電気自動車導入、充電設備整備
●超小型モビリティの運行

「心のふるさと 伊勢」
～歩くまち・クリーン自動車のまちを目指して～

実行中！

協議会や市が
実施している
主な取り組み



2広報いせ ●平成25年12月15日号広報いせ ●平成25年12月15日号

仕事の請負・委任、
仕事の分かち合い

会 員会 員
60歳以上の

健康で働く意欲の
ある人

発注者発注者
企業・家庭・公共団体

など

登　

録

仕
事
の
発
注

契
約
金
の
支
払
い

就　業

仕
事
の
提
供

配
分
金
の
支
払
い

伊勢市シルバー
人材センター
伊勢市シルバー
人材センター

予算額〔平成25年度〕
2,074万３千円（伊勢市シルバー人材セ
ンターへの市補助金）

会員になって働いてみませんか
商工労政課（☎㉑５５６８）

シルバー人材セ
ンターは

こんな組織です

こんな仕事をして
います

・自主的な会員組織で、会員は自

分たちで役員を選び、組織や事

業の運営に参画します。

・会員が働いた仕事量に応じて配

分金を支払います。就業や収入

の保証はありませんが、個人の

希望・能力に応じた働き方がで

きます。

・会員の技能・技術を高めるため、

各種講習を行います。

植木の剪
せん

定
てい

・伐採／庭・広場の草引き／空き地などの草刈り／障子・

網戸の張り替え／簡単な大工仕事／簡単な住宅修理／施設の管理・清

掃／家事の手伝い／家財の整理・移動／駐車場の案内／墓地の清掃／

簡単な会社の作業／通行量調査／行事テントの設営／仮設トイレの清

掃　など

公益社団法人伊勢市シルバー人材センター
　本　　所（☎㉓６９１５）
　二見支所（☎43００３３）
　小俣支所（☎⑳５４３１）

対象　市内に在住している原則60歳
以上で、健康で働く意欲のある人

年会費　3,400円（途中加入の場合は月
割り額となります）

申し込み　入会説明会に参加し、趣旨
に賛同した上で、申込書を伊勢市シ

ルバー人材センターへ

と　き　第２金曜日（３月を除く）、午
前10時～

ところ　伊勢市シルバー人材センター
本所（河崎１丁目４－35）

持ち物　黒ボールペン、印鑑、顔写真
２枚、職歴を書いたもの、ゆ

うちょ銀行の通帳、本人以外

の緊急連絡先の住所・氏名・

電話番号

入会説明会

仕事の流れ

伊勢市シルバー人材センターは、企業・家庭・公共団体などから

高齢者に合った仕事を引き受け、会員に提供します。1
会員は仕事を選び、選んだ仕事については責任をもって完了させ

ます。2
労働基準法・雇用保険法は適用されませんが、会員が安心して働

けるよう、就業規約やシルバー保険（傷害・賠償責任）が設けられ

ています。

3

伊勢市シルバー人材センター

問い合わせ先

入会するには
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届
け
出
が
必
要
で
す
の
で
、
戸

籍
住
民
課
・
各
総
合
支
所
・
各

支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
集
合
住
宅
に
住
ん
で
い
る

場
合
、
現
在
、
市
が
発
行
し
て

い
る
住
民
票
に
は
、
地
番
ま
で

し
か
表
示
さ
れ
ず
、
郵
便
物
が

正
確
に
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月

14
日
㈫
か
ら
は
、
住
民
票
な
ど

の
住
所
に
方
書（
集
合
住
宅
の

建
物
名
や
居
室
番
号
な
ど
）
ま

で
表
示
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

以
前
に
転
入
・
転
居
の
届
け

出
を
し
た
時
に
書
い
て
い
た
だ

い
た
方
書
を
そ
の
ま
ま
表
示
し

ま
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
届
け

出
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

た
だ
し
、
方
書
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合（
ア
パ
ー
ト
名
や
居

室
番
号
が
変
わ
っ
た
な
ど
）
は

が
、
世
の
中
に
は
、
そ
れ
以
上

に
、
孤
独
で
つ
ら
い
思
い
を
し

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
人
も
い

る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
権
に
お
け
る
「
共
に
生
き

る
社
会
」
と
い
う
言
葉
は
、
障

が
い
者
や
外
国
人
の
人
権
だ
け

に
使
わ
れ
る
言
葉
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
女
性
の
人
権
、
子
ど
も

の
人
権
、
同
和
問
題
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
に
当
て
は
ま
る
言

葉
で
す
。

　

男
女
が
共
に
社
会
の
一
員
と

し
て
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合

う
こ
と
が
で
き
る
社
会
、
子
ど

も
を
健
全
に
育
む
た
め
に
家
庭

だ
け
で
な
く
地
域
ぐ
る
み
で
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に

対
し
て
「
共
に
生
き
る
社
会
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

性
別
や
年
齢
、
障
が
い
の
有

無
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が

違
い
を
認
め
合
い
、
一
人
一
人

が
自
己
肯
定
感
や
自
尊
感
情
を

持
ち
、
よ
り
良
い
生
き
方
を
自

ら
の
意
志
で
選
択
で
き
る
社
会

を
み
ん
な
の
力
で
築
き
上
げ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

社
会
の
中
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
人

も
い
れ
ば
、
つ
ら
い
思
い
を
し

な
が
ら
生
活
し
て
い
る
人
も
い

ま
す
。

　

最
近
の
報
道
で
は
、
孤
独
死

や
精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
て
の

自
殺
な
ど
が
よ
く
目
に
付
き
ま

す
。
日
本
で
は
、
自
殺
者
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
一

日
平
均
に
す
る
と
約
80
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
無
人
島
で
一
人

で
生
活
す
る
こ
と
は
と
て
も
大

変
な
こ
と
だ
と
想
像
で
き
ま
す

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑５５４６）

共
に
生
き
る
社
会

●住民票の写し
●住民票記載事項証明書
●印鑑登録証明書
●戸籍の附票の写し
●住民基本台帳カード（写真付き）

平
成
26
年
１
月
14
日
火
か
ら

住
民
票
に

方
書
が
表
示
さ
れ
ま
す

戸
籍
住
民
課（
☎
㉑
５
５
５
３
）

　住　　民　　票 三重県伊勢市

住民となった年月日

昭和○年○月○日

　伊勢市△△町△△番地

前住所

　伊勢　一郎

　三重県伊勢市△△町△△番地

備
　
考

平成　□年　□月　□日

　　　　　　　伊勢市長　　○○　○○

氏
名

住
所

本
　
籍

世
帯
主

転
出
先

　伊勢　太郎
生 年 月 日

昭和○年○月○日生

性　　別

男

昭和○．○．○出生

続
　
柄

筆
頭
者

　子

　伊勢　一郎

三重県伊勢市

住民となった年月日

昭和○年○月○日

生 年 月 日

昭和○年○月○日生

性　　別

男

昭和○．○．○出生

　住　　民　　票 三重県伊勢市

住民となった年月日

昭和○年○月○日

　伊勢市△△町△△番地　××アパート××号

前住所

　伊勢　一郎

　伊勢市△△町△△番地

備
　
考

平成２５年　□月　□日

　　　　　　　伊勢市長　　○○　○○

続
　
柄

筆
頭
者

　子

　伊勢　一郎

　伊勢　太郎
生 年 月 日

昭和○年○月○日生

性　　別

男

昭和○年○月○日出生

氏
名

住
所

本
　
籍

世
帯
主

転
出
先

変更後

変更前

表示例

表示の対象となる証明書類
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そ
の
上
で
、
重
要
度
の
高
い

施
設
に
つ
い
て
は
、
よ
り
長
く

使
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
対
策

（
施
設
の
長
寿
命
化
）を
打
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

建
物
は
、
管
理
運
営
や
修
繕

を
い
か
に
計
画
的
に
行
う
か
に

よ
っ
て
、
費
用
や
寿
命
は
大
き

く
異
な
っ
て
き
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
多
く
が
老
朽
化

し
て
い
る
中
で
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
持
続
し
て
い
く
に
は
、
施

設
を
集
約
化
・
複
合
化
・
長
寿

命
化
す
る
な
ど
し
て
、
機
能
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
全
体
と
し

て
は
施
設
数
を
減
ら
し
て
い
く

取
り
組
み
が
不
可
欠
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
）を

考
え
る
と
、
建
設
費
の
５
倍
以

上
の
費
用
が
掛
か
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。（
図
２
参
照
）

　

財
源
的
に
全
て
の
公
共
施
設

を
建
て
替
え
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
で
は
、
今
あ
る
施
設
の
優

先
順
位
付
け
が
避
け
て
通
れ
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
前
回
ま
で
に
お
知

ら
せ
し
て
き
た
公
共
施
設
の
現

状
・
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
の
寿
命
は
、
一

般
的
に
建
築
後
40
〜
50
年
程
度

と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
間
は
、

建
て
ら
れ
た
時
の
状
態
で
使
い

続
け
、
劣
化
し
た
部
分
を
修
理

し
な
が
ら
使
用
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
建
物
が
新
し
い
う

ち
は
、
そ
れ
ほ
ど
維
持
費
は
掛

か
り
ま
せ
ん
が
、
老
朽
化
が
進

む
に
つ
れ
、
修
繕
な
ど
の
費
用

が
増
え
て
い
き
ま
す
。（
図
１

参
照
）

　

公
共
施
設
は
、
と
か
く
建
設

費
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
そ
の
一
生
涯
の
費
用
総
額

シ
リ
ー
ズ

情
報
調
査
室
（
☎
㉑
５
５
４
８
）

公
共
施
設
に
つ
い
て

 考
えよう！

公
共
施
設
を
減
ら
し
て
い
く
取
り
組
み
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す

１2

図１：建物の老朽化と修繕費のイメージ

図２：ライフサイクルコストのイメージ

30年20年10年建設時点

建築後年数

修
繕
費
の
累
計

40年

大規模修繕の実施

建物の老朽化とともに修繕の頻度と費用は増え
ていきます

建設費は氷山の一角として例えられます

建設費

運営費（光熱費など）修繕費
解体費

管理費
保全費

お
り
、
蓄
積
さ
れ
た
情
報
は
共

有
さ
れ
、
被
害
の
未
然
防
止
・

拡
大
防
止
の
た
め
の
注
意
喚
起

や
、
事
業
者
に
対
す
る
行
政
指

導
、
法
律
改
正
の
た
め
の
資
料

な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
す
る
と
、
自
分

自
身
の
被
害
の
救
済
だ
け
で
な

く
、
次
の
被
害
者
を
出
さ
な
い

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
だ

ま
さ
れ
た
の
は
自
分
が
悪
い
か

ら
」
な
ど
と

思
わ
ず
、
消

費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
声
を

上
げ
て
い
た

だ
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ

い
。

　

Ｐ
I
Ｏ

－

Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
は
「
全

国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
シ
ス
テ
ム
」
の
こ
と
で
、

消
費
生
活
相
談
の
情
報
を
収
集

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
独
立
行

政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が

運
用
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

消
費
者
と
事
業
者
と
の
間
の
ト

ラ
ブ
ル
の
相
談
を
受
け
付
け
、

消
費
生
活
相
談
員
が
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

受
け
付
け
た
相
談
の
内
容
や
相

談
処
理
の
情
報（
個
人
情
報
を

除
く
）
は
、
消
費
生
活
相
談
員

に
よ
っ
て
Ｐ
I
Ｏ

－

Ｎ
Ｅ
Ｔ
に

登
録
さ
れ
、
蓄
積
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

は
Ｐ
I
Ｏ

－

Ｎ
Ｅ
Ｔ
を
利
用
し

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
て

伊勢市消費生活センター
予算額〔平成25年度〕
699万９千円（うち県補助
金434万３千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

Ｐパ
イ

オ

ネ

ッ

ト

Ⅰ
Ｏ

－

Ｎ
Ｅ
Ｔ
っ
て
何
？

Practical　Living　Ⅰnformation
Online　Network　System の略

ＰⅠＯ－ＮＥＴ
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現
在
、
当
科
は
、
常
勤
医
１

人
と
非
常
勤
医
２
人
で
診
療
に

従
事
し
て
い
ま
す
。
常
勤
医
が

１
人
の
た
め
、
ご
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

伊
勢
志
摩
の
地
域
医
療
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

う
・
尿
道
な
ど
の
泌
尿
器
、
前

立
腺
・
精せ

い

嚢の
う

・
精
巣
・
精
巣
上

体
な
ど
の
生
殖
器
官
、
そ
し
て

副
腎
・
上
皮
小
体
の
内
分
泌
器

官
で
、
そ
れ
ら
の
部
位
に
発
生

す
る
病
気
の
診
断
と
治
療
を
し

て
い
ま
す
。

　

食
生
活
の
変
化
と
高
齢
化
社

会
を
背
景
に
、
当
科
に
は
、
尿

路
結
石
症
、
前
立
腺
肥
大
症
、

過
活
動
ぼ
う
こ
う
、
前
立
腺
が

ん
、
ぼ
う
こ
う
が
ん
な
ど
の
患

者
が
多
く
来
診
さ
れ
ま
す
。

　

泌
尿
器
科
と
い
う
と
、「
恥

ず
か
し
い
」「
痛
い
検
査
を
さ
れ

る
の
で
は
」
と
敬
遠
し
が
ち
で

す
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や

検
査
の
痛
み
に
対
し
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
十
分
に
配
慮
を
し
て

い
ま
す
。
遠
慮
せ
ず
、
気
軽
な

気
持
ち
で
来
院
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

泌
尿
器
科
は
外
科
系
の
診
療

科
で
あ
り
、
手
術
で
治
療
で
き

る
疾
患
を
取
り
扱
っ
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
最
近
は
、
薬
物
療
法

の
進
歩
に
よ
り
、
外
科
的
・
内

科
的
の
両
面
か
ら
治
療
を
し
て

い
ま
す
。
当
科
が
扱
う
の
は
、

腎
臓
・
腎じ

ん

盂う

・
尿
管
・
ぼ
う
こ

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑫

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

泌
尿
器
科

診
療
科
紹
介
！

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
５
１
１
１
）

前立腺肥大症について特集
　前立腺は男性特有の臓器であり、精液の一部を作っ

ています。前立腺肥大症は、50歳以上の中高年男性
に多く見られる一般的な疾患であり、その原因は、男

性ホルモンの関与などさまざまな説がありますが、現

在のところはっきりしていません。

　前立腺が肥大することで、おしっこが出にくい（排

尿困難）、おしっこをした後も残っている感じがする

（残尿感）、トイレの回数が多い（頻尿）など、さまざま

な症状が出ます。まれに、排尿困難が持続してぼうこ

うに尿が充満し、その影響が腎臓にまで及んで腎臓に

尿がたまり（水腎症）、腎不全になることもあります。

　前立腺の診断では、問診をもとにエコー・直腸診な

どで状態を評価し、前立腺がんをチェックする前立腺

腫瘍マーカーであるＰＳＡ（前立腺特異抗原）の採血な

どを行います。

　治療は症状に応じてさまざまです。代表的な治療法

は薬物療法と手術療法です。

　薬物療法では、前立腺部の尿道を拡張し、ぼうこう

への刺激を和らげて排尿状態を改善します。その他に

は、ホルモン剤・生薬・漢方薬などを使った療法があ

ります。

　一方、手術療法の代表的な治療法は、尿道から内視

鏡を入れて前立腺を削る経尿道的前立腺切除術（ＴＵ

Ｒ－Ｐ）です。当院では以前から、ＴＵＲｉｓという

生理食塩水を還流液に用いる装置を導入し、手術中の

合併症の減少に努めています。ＴＵＲｉｓ－Ｖという

蒸散式の装置も導入し、出血などのリスクも大幅に減

りました。

　おしっこの症状となると、どうしても受診をためら

ってしまいがちですが、同じ悩みを持つ患者はたくさ

んいますので、勇気を出して泌尿器科を受診してみて

ください。
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「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
気
持
ち

を
多
く
の
住
民
が
持
て
ば
、
自

然
と
地
域
の
連
帯
が
生
ま
れ
、

防
犯
の
輪
は
広
が
り
ま
す
。

　

防
犯
活
動
の
効
果
は
す
ぐ
に

は
実
感
で
き
な
い
も
の
で
す
が
、

長
く
続
け
れ
ば
、
や
が
て
気
が

付
か
な
い
う
ち
に
防
犯
の
輪
が

広
が
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
気
負
わ
ず
、
日
常
生
活
の

一
部
と
し
て
気
軽
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

す
。
住
民
同
士
の
近
所
付
き
合

い
が
希
薄
で
、
他
人
の
事
に
は

無
関
心
な
地
域
は
狙
わ
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

犯
罪
者
は
、「
ど
こ
か
で
誰

か
が
見
て
い
る
」
と
い
う
視
線

を
恐
れ
る
た
め
、
日
頃
か
ら
近

所
付
き
合
い
を
し
て
、
住
民
同

士
の
連
帯
感
を
持
っ
て
お
く
こ

と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

伊
勢
市
で
も
、空
き
巣
狙
い
・

忍
び
込
み
や
、
自
転
車
盗
・
車

上
狙
い
・
公
然
わ
い
せ
つ
な
ど

の
街
頭
犯
罪
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
、

地
域
で
連
帯
し
ま
し
ょ
う
。

　

犯
罪
者
は
、
犯
行
前
に
「
落

書
き
や
ご
み
が
放
置
さ
れ
て
い

な
い
か
」「
路
上
駐
車
が
な
い

か
」
な
ど
、
そ
の
ま
ち
の
雰
囲

気
を
下
見
し
て
狙
い
を
定
め
ま

も
あ
り
ま
す
。

　

「
私
は
大
丈
夫
」で
は
な
く
、

「
も
し
か
し
た
ら
…
」と
考
え
、

い
つ
も
警
戒
心
を
持
ち
、
防
犯

対
策
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

最
近
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

脅
か
す
、
身
近
な
所
で
起
こ
る

犯
罪
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

人
の
動
き
が
何
か
と
慌
た
だ

し
く
な
る
年
末
年
始
は
、
事
件

や
事
故
が
特
に
増
え
る
時
期
で

安
全
で
安
心
な
年
末
年
始
を
迎
え
る
た
め
に

犯
罪
を
防
ぐ
に
は
地
域
の
力
が
必
要
で
す

住
民
同
士
で
団
結
し
、 

　
　
　

犯
罪
者
を
追
い
出
し
ま
し
ょ
う

地
域
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

住
民
の
連
帯
力
で
す
　
　
　
　
　

シ
リ
ー
ズ
防
犯

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

◆空き巣狙い・忍び込み対策
・わずかな時間の外出でも、ドアや窓の鍵掛
けは確実にする（特にトイレ、風呂場、階
段の踊り場、２階などの窓の閉め忘れに注
意）
・ドアや窓は補助錠などで２カ所締めにする
・出掛けるときは、不審な車や人物がいない
かを確かめる
・何日か続けて留守にするときは、郵便物や
新聞などの配達を止め、カーテンや雨戸を
閉めるなど家の中が見えないようにする
・家の周辺に脚立・はしごなど足場になる物
を置かない
・外出時、鍵をポストや植木鉢などの下に置
いたりしない

◆外出時のひったくり対策
・歩いているとき、かばんなどは車道側に持
たず、建物側や壁側に持つようにするか、
たすき掛けをする
・金融機関などで現金を下ろした後や、人通
りの少ない道を歩くときは、時々、後ろを
振り返り、後を付けられていないか警戒す
る
・イヤホンやヘッドホンで音楽を聴きながら
歩いたり、携帯電話を操作しながら歩いた
りしない（周囲に注意できないので危険）
・自転車のかごに荷物を入れるときは、防犯
カバーやネットを付ける

・車から離れるときは、必ずエンジンキーを
抜き、窓を閉めてドアの鍵を掛ける
・車の中にかばんや貴重品を置きっ放しにし
ない
・車を駐車するときは、できるだけ監視の行
き届いた明るい駐車場を利用する
・自動車盗難防止装置を活用する

◆車上狙い・部品狙い対策

　犯罪被害から生命・財産を守るために、次

のことを心掛けましょう。

こんなことに気を付けよう！

市内の主な窃盗犯の件数（平成25年１～10月）
区　　　　分 件数（対前年比）

屋　内
窃盗犯

空き巣狙い 29件（－ 10件）
忍び込み ４件（－ 14件）

屋　外
窃盗犯

自動車盗 ６件（－ ３件）
オートバイ盗 41件（± ０件）
自転車盗 195件（－105件）
ひったくり ０件（－ ４件）
車上狙い 40件（－ ７件）
部品狙い 34件（＋ 20件）

※平成25年10月末の件数は暫定値です。
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ごみの分け方・出し方

　

10
月
13
日
に
開
催
し
た
「
環

境
フ
ェ
ア
」
で
募
集
し
た
環
境

標
語
の
う
ち
、
優
秀
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

ず
、
来
年
度
も
引
き
続
き
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
紛
失
・
破
損

し
た
場
合
は
、
清
掃
課
・
環
境

課
・
各
総
合
支
所
・
各
支
所
で

お
渡
し
し
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
版
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、「
広
報
い
せ
」
３
月

１
日
号
と
同
時
配
布
し
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
、小
・

中
学
生
を
対
象
に
「
ご
み
ゼ
ロ

ポ
ス
タ
ー
」
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
９
３
２
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部

そ
れ
ぞ
れ
の
上
位
３
賞
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
３
月
に
、
ご
み
の

分
別
方
法
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
に
各
世
帯
へ
配
布
し
た
「
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
に
つ

い
て
は
、
平
成
25
年
度
と
平
成

26
年
度
で
内
容
に
変
更
が
な
い

た
め
、
平
成
26
年
度
版
は
新
た

に
作
成
・
配
布
し
な
い
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

現
在
使
っ
て
い
る
「
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
」
は
廃
棄
せ

め
ざ
せ
！

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
　
　

来
年
度
も
引
き
続
き
利
用
を
！

ご
み
ゼ
ロ
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

環
境
標
語
優
秀
作
品

ゴミ拾い 美しい町への 第１歩 森本 眞生さん

いらないゴミも 使い方次第で 宝物 橋本 靖史さん

ゴミの減量 考えよう 自分のために！ 未来のために！ 久保田 千浩さん

エコライフ 未来につなぐ かけ橋へ 髙田 美里さん

もう一度、生ゴミの水　しぼってね 小池 敏子さん

＜小学生の部＞ ＜中学生の部＞

榊原星佳さん
（厚生小６年）

市
長
賞

木村怜央さん
（有緝小４年）

教
育
長
賞

山本梨恵さん
（四郷小５年）

議
長
賞

上野結子さん
（倉田山中３年）

市
長
賞

木下亜乃さん
（五十鈴中２年）

議
長
賞

西村友里さん
（豊浜中３年）

教
育
長
賞
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スタート / ゴールスタート / ゴール

伊勢古市
参宮街道資料館

伊勢古市
参宮街道資料館

修道小学校修道小学校

テニスコートテニスコート

倭姫宮倭姫宮

神宮徴古館神宮徴古館

神宮農業館神宮農業館

神宮美術館神宮美術館

消防署消防署

隠岡遺跡隠岡遺跡
美
人
坂

美
人
坂

ガソリンスタンドガソリンスタンド

倭団地倭団地

近鉄高架近鉄高架

世義寺世義寺

伊勢
自動
車道

伊勢
自動
車道

１km１km

２km２km

３km３km

４km４km

内宮の別宮の一つ
「倭姫宮」の静かな
森の中を歩きます

平安時代の建築群跡
「隠岡遺跡」前を歩きます

狭い路地
急な下り坂

緩やかな上り坂

緩い下り坂

国指定重要文化財の
「世義寺」で折り返します

非常に急な上り坂

非常に急な下りと上り

下り坂

上り坂

急な上りと下り

健康課（☎㉗２４３５）

体重60㎏の人がこのコースを
ウォーキングした場合
エネルギー消費量294㎉

が消費されたことになります
（おにぎり１個〔100g・具なし〕
168㎉で換算）

おにぎり約1.8個分

他のコースは、市のホームページ「くらしのガイド」－「健康」－「ウォーキング」に掲載しています。

ウォーキングルート情報
■距　離：約5.0㎞
■時　間：約１時間
■歩　数：約7,000～8,000歩
■心拍数：約110～120拍/分（最大心拍数の約60％、きつい所は70％を超える）
■起　伏：非常に多く、急な坂も有り
■エネルギー消費量：体重１㎏当たり約4.9kcal
■自覚的運動強度：楽である～ややきつい
■特徴：神社・仏閣と狭い路地が多く、多くのアップダウンがある

～ 倭姫宮～世義寺コース ～

市内のウォーキングコースを紹介⑯

　市では、皆さんが効果を実

感し、楽しみながらウォーキ

ングによる健康づくりに取り

組んでいただけるよう、皇學

館大学との共同で、市内のウ

ォーキングコースと運動効果

の検証を進めています。

　そこで、皆さんがよく知る

身近なウォーキングコースを

考えていただき、ご紹介くだ

さい。

募集内容　市内のウォーキン
グコース（４～６km程度）

応募方法　住所・氏名・電話
番号・コース（地図中に公

共施設など目印となるもの

を入れてください）を記入

し、健康課へ

※スタート・ゴールは同じ場

所で、公共施設とします。

※紹介していただいたコース

をもとに、安全面や分かり

やすさなどを検証し、コー

スを決定します。

ウォーキング　　
　　コースを募集
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日
㈮
ま
で
に
、
申
込
書
を
同
課

へ

掲
載
期
間　

平
成
26
年
４
月
〜

９
月

※
お
お
よ
そ
の
掲
載
期
間
で
あ

り
、
店
頭
へ
並
ぶ
期
間
を
確
約

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広
告
掲
載
位
置　

ご
み
袋
の
表

面
中
段

広
告
の
大
き
さ
・
広
告
料　

下

表
の
と
お
り

募
集
枠
数　

そ
れ
ぞ
れ
の
大
き

さ
の
袋
に
２
枠
ず
つ

申
し
込
み　

平
成
26
年
１
月
10

参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

清
掃
課（
☎
�
１
４
４
３
）

市
指
定
ご
み
袋
へ
の

広
告
掲
載
事
業
者
を
募
集

ご
み
袋
作
成
費〔
平
成
25
年
度
予

算
〕　

５
０
７
１
万
５
千
円（
う
ち

売
払
収
入
５
３
０
５
万
６
千
円
、

広
告
収
入
64
万
円
）

市指定ごみ袋　広告の大きさ・広告料
大　袋 中　袋 小　袋

広告の大きさ
縦120mm
横180mm

縦100mm
横150mm

縦80mm
横120mm

広 告 料 10万円 ４万円 ２万円

印刷予定枚数 285万枚 90万枚 42万５千枚

催
し
物

と
き　

平
成
26
年
１
月
26
日

㈰
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
２
階
栄
養
指
導
室

対
象　

小
学
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
と
保
護
者

内
容　

み
ん
な
で
作
っ
た
団
子

と
昔
話
の
き
び
団
子
の
違
い
を

五
感
で
感
じ
取
り
、
食
に
つ
い

て
考
え
ま
す

講
師　

馬
場
啓
子
さ
ん（
中
部

大
学
現
代
教
育
学
部
幼
児
教
育

学
科
非
常
勤
講
師
）

定
員　

30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

持
ち
帰
り
用
容
器

申
し
込
み　

12
月
20
日
㈮
・
午

前
10
時
か
ら
、
電
話
で
同
セ
ン

タ
ー
へ

い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー（
☎
�
５
６
９
２
）

桃
太
郎
の
お
だ
ん
ご
作
り

い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
交
流
会

問
い
合
わ
せ
先　

伊
勢
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
奥
田
さ

ん（
☎
０
９
０
・
７
６
９
６
・

２
８
６
２
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
荒
天
の
場
合
は
、
午
前
７
時

に
開
催
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
大

人
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

年
間
皆
出
席
者
に
は
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

　

体
力
の
維
持
・
向
上
や
運
動

を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の

た
め
、
楽
し
く
参
加
で
き
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　

平
成
26
年
１
月
12
日

㈰
、
午
前
９
時
30
分
〜（
受
け

付
け
は
午
前
９
時
〜
）

※
摂
末
社
へ
の
参
拝
時
間
を
含

む
た
め
、
３
時
間
ほ
ど
か
か
り

ま
す
。

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
田
丸
駅
前

参
加
費　

10
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物　

昼
食

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
�
７
８
９
１
）

市
民
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

田
丸
城
周
辺
の
神
宮
摂
末
社

コ
ー
ス（
玉
城
地
区
、
８
㎞
）

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕

30
万
円（
５
回
分
）

広
告
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定
員　

25
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

調
理
実
習
費
３
０
０
円

申
し
込
み　

12
月
16
日
㈪
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）へ

　

冬
は
、
寒
さ
の
た
め
に
活
動

量
が
少
な
く
な
り
、
体
重
が
増

え
や
す
い
季
節
で
す
。
こ
の
時

季
に
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
食
事
を

取
る
と
、
太
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
適
正
な
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量

を
知
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
生
活
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

と
き　

平
成
26
年
１
月
11
日

㈯
、
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
２
階
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

適
正
カ
ロ
リ
ー
と
バ
ラ

ン
ス
食
に
つ
い
て
の
講
話
、
簡

単
バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ
レ
シ
ピ
を

使
っ
た
調
理
実
習

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

冬
の
体
重
増
加
対
策

～
適
正
カ
ロ
リ
ー
・

バ
ラ
ン
ス
食
を
身
に
つ
け
よ
う
～

㈮
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

集
合
場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
い
せ
ト
ピ
ア
・
正
面
玄
関
前

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

野
口
み
ず
き
金
メ
ダ
ル

ロ
ー
ド
周
辺
コ
ー
ス
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

定
員　

60
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
・
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

保
険
代
30
円
程
度

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
い
つ
で

も
誰
で
も
で
き
る
手
軽
な
運
動

の
一
つ
で
、
体
に
大
き
な
負
担

を
か
け
る
こ
と
な
く
、
長
く
続

け
ら
れ
る
運
動
で
す
。

　

今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な

ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
案
内

人
と
な
り
ま
す
。

※
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
講
座
の
修
了
生
で
、
健
康
づ

く
り
を
積
極
的
に
実
践
し
、
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
担
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

と
き　

平
成
26
年
１
月
17
日

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

健
康
課
の
共
同
企
画

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
・
２
階

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

74
歳
以
下
の
人
で
、
参
加
経
験

が
な
く
、
原
則
全
日
程
に
参
加

で
き
る
人

内
容　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
運
動
の
理
論
と
方
法
に
つ

い
て
の
話
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
取
り
入
れ

た
健
康
づ
く
り
体
操

定
員　

60
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
・
靴
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
フ
ェ

ー
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
し
込
み　

12
月
16
日
㈪
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）へ

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
、
運
動
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
教
室
で
は
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
す
。

と
き　

平
成
26
年
１
月
17
日

㈮
・
24
日
㈮
・
31
日
㈮
・
２
月

７
日
㈮
・
21
日
㈮
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時（
計
５
回
）

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ

広
告
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同
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お

り
定
例
窓
口
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

と
き
・
内
容　

下
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所
・

３
階
中
小
企
業
相
談
所

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

時12月25日㈬、9：00～11：50　所伊勢高等学校
対市内在住の小学３～６年生とその保護者　内同校
ＳＳＣ（スーパーサイエンスクラブ）の生徒たちが指

導し、①ベンハム独
ご

楽
ま

作り、②いろいろなスライム

作り、③水の中や虫の体にいる小さな生き物観察を

行います（変更する場合あり）　定40組程度　申12月
11日㈬～18日㈬に、申込書を各小学校へ

伊勢高等学校ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）事業
冬休み親子科学教室

伊勢高等学校（☎22-0282）
時12月20日㈮～22日㈰、9：00～17：00（最終日は
15：20まで）　所生涯学習センターいせトピア・１
階ふれあい広場　内伊勢市内の６陶芸クラブの合同
展です。今年で16回目を迎えました。約130点が出
品されます。

時12月24日㈫、19：00～20：00　所日本キリスト教
団山田教会（岩渕１丁目6-32）　対小学生以上　内ろ
うそくの灯のもとで、ハンドベルの演奏を聞きなが

ら、楽しいクリスマスソングを皆で歌います。

定120人（先着順）

　眠っている眼鏡はありませんか。神都ライオンズ

クラブでは、眼鏡を必要としている世界中の人々を

支援するため、中古眼鏡を回収しています。ご協力

ください。詳しくは事務局へお問い合わせください。

第16回白石陶芸会展

クリスマスキャンドルサービス

中古眼鏡のリサイクル

白石陶芸会（☎25-1932）

日本キリスト教団山田教会（☎28-4420）

神都ライオンズクラブ事務局（☎28-8590）

お
知
ら
せ

伊
勢
商
工
会
議
所

（
☎
�
５
１
５
５
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

伊
勢
商
工
会
議
所

定
例
窓
口
相
談

定例窓口相談
相談内容 相　談　員 と　　　き

経営相談 中小企業診断士 奇数月の第３金曜日、10：00～15：00

ＩＴ関連特別相談 中小企業診断士、ＩＴコーディネータ 第１水曜日、13：30～16：30

貿易・投資相談 貿易アドバイザー 第３木曜日、10：00～12：00

日本政策金融公庫金融相談 日本政策金融公庫相談員 第２水曜日、10：00～16：00

商工組合中央金庫金融相談 商工組合中央金庫相談員 平成26年２月７日㈮、13：00～15：00

知的財産に関する相談会 知財総合支援アドバイザー 第２火曜日、13：00～17：00

創業・金融個別相談 三重県信用保証協会相談員 第３金曜日、13：00～17：00

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板
　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内
や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費など
の記載のないものは無料です。

みんなの広場

時とき　所ところ　対対象 　内内容 　定定員
料料金　申申し込み

２月15日号＝12月27日㈮　３月１日号＝１月15日㈬

イベント掲示板・みんなの広場 掲載申し込み締め切り

と
き　

平
成
26
年
１
月
５
日

㈰
、
午
前
９
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）

内
容　

消
防
出
初
式
式
典

※
一
斉
放
水
な
ど
の
屋
外
行
事

は
行
い
ま
せ
ん
。

消
防
本
部
総
務
課

（
☎
�
１
２
０
６
）

消
防
出
初
式

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕　

18
万
円



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル

12広報いせ ●平成25年12月15日号

伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成25年度予算〕 　　2,500万円（24回分）

発行日／平成25年12月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第131号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

年末年始の業務案内
12月 １月

23
日
㈷

24
日
㈫

25
日
㈬

26
日
㈭

27
日
㈮

28
日
㈯

29
日
㈰

30
日
㈪

31
日
㈫

１
日
㈷

２
日
㈭

３
日
㈮

４
日
㈯

５
日
㈰

６
日
㈪

７
日
㈫

８
日
㈬

市役所・各総合支所・各支所 － ○ ○ ○ ○ － 休 休 休 休 休 休 － － ○ ○ ○

燃えるごみの収集
清掃課（☎37１４４３）
※年末年始の臨時収集日は、月・木地
区は12月29日㈰に、火・金地区は
12月30日㈪となります。

月・木地区

－ － － ○ － －
臨時
収集

休 休 休 休 休 － － ○ － －

火・金地区

－ ○ － － ○ － 休
臨時
収集

休 休 休 休 － － － ○ －

資源ステーションでの資源物収集
（各地区指定日） 清掃課（☎37１４４３） 各地区のごみカレンダーをご参照ください。

資源拠点ステーション　
清掃課（☎37１４４３）

伊勢中央、宇治、船江、中島、城田、佐八、明倫、厚生、神社、早修、いせトピア、
二見、御薗、小俣、明野

○ － ○ － － ○
臨時
開場

臨時
開場

休 休 休 休 ○ ○ － － ○

宮本、沼木、大湊、北浜

－ ○ ○ ○ ○ － 休 休 休 休 休 休 － ○ ○ ○ ○

伊勢廃棄物投棄場
清掃課（☎37１４４３） － ○ － － － － 休 休 休 休 休 休 － － ○ ○ －

小俣廃棄物投棄場
清掃課（☎37１４４３） － － ○ － － － 休 休 休 休 休 休 － － － － ○

清掃工場　清掃工場（☎37１２１８）
（受け入れ時間…8：30～12：00、13：00
～16：45）

－ ○ ○ ○ ○ ○
臨時
開場

臨時
開場

休 休 休 休 － － ○ ○ ○

リサイクルプラザ
リサイクルプラザ（☎38２８００） ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

し尿くみ取り
問い合わせは各くみ取り業者へ
※申し込みは早めにお願いします。

伊勢市清掃㈱、山田清掃㈲、㈲近代清掃社、中南勢清掃㈲、㈲二見衛生社、
小俣衛生、㈱南部清掃、㈲度会玉城衛生、松本清掃

－ ○ ○ ○ ○ ○ － 休 休 休 休 休 休 － ○ ○ ○

㈲鳥羽産業

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 － ○ ○ ○

火葬場　斎場（☎㉘５１２０） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

離宮の湯　離宮の湯（☎㉒０５４８） ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○ － ○

伊勢総合病院　
伊勢総合病院（☎㉓５１１１） － ○ ○ ○ ○ － 休 休 休 休 休 休 － － ○ ○ ○

自動交付機　戸籍住民課（☎㉑５５４７） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 ○ ○ ○ ○ ○

おかげバス　交通政策課（☎㉑５５９３） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 ○ ○ ○ ○ ○

水道　道路からの漏水を発見したときは、水道管理センター（☎㉓３３６０）へ連絡してください。
　　　水道メーターから蛇口までの修繕を希望する場合は、伊勢市指定給水装置工事事業者へ申し込んでください。

年末年始による休業日

定休日

通常業務日

休

－

○
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